
資料５

・あて先は「［就学前児童の氏名］保護者様」として送付。以下「あて名のお子さん」とはその就学前児童のことを指します。
・所々名称を省略しているものがありますが、調査票には正式名称で表記します。
　子育てＰ：加古川駅南子育てプラザ、東加古川子育てプラザ／児童館：志方児童館／認こ園：認定こども園
・複数選択が可能な設問については、MA列に「MA」と表記しています。

設問 国必須 国標準 市独自 MA

１　封筒のあて名のお子さんとご家族の状況
封筒に記載されている6ケタの数字

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

回答者とあて名のお子さんの関係
１．お子さんの母親 ２．お子さんの父親 ３．その他

回答者の配偶者の有無
１．配偶者がいる ２．配偶者はいない

お住まいの地区
１．加古川町 ２．野口町 ３．平岡町 ４．尾上町
５．別府町 ６．神野町（新神野・山手・西条山手含む） ７．八幡町
８．平荘町 ９．上荘町 10．東神吉町 11．西神吉町
12．米田町 13．志方町 14．わからない

お住まいの小学校区
１．加古川 ２．鳩里 ３．氷丘 ４．氷丘南
５．若宮 ６．尾上 ７．浜の宮 ８．別府
９．別府西 10．平岡 11．平岡東 12．平岡南
13．平岡北 14．野口 15．野口南 16．野口北
17．神野 18．陵北 19．八幡 20．川西
21．東神吉 22．東神吉南 23．西神吉 24．平荘
25．上荘 26．志方 27．志方東 28．志方西
29．わからない

あて名のお子さんの生年月
西暦（　　　　　 ）年（ 　　　）月生まれ

お子さんの人数
あて名のお子さんを含めて（　　　）人

一番年下のお子さんの生年月
西暦（　　　　　 ）年（ 　　　）月生まれ

あて名のお子さんと同居している親族等（あて名のお子さんからみて） MA

１．父親 ２．母親 ３．祖父 ４．祖母
５．兄弟姉妹 ６．おじ・おば ７．その他

あて名のお子さんと近居※している親族等（あて名のお子さんからみて） MA

※近居…よく使う交通手段で、おおむね15 分以内に行き来できる範囲

１．父親 ２．母親 ３．祖父 ４．祖母
５．兄弟姉妹 ６．おじ・おば ７．その他

８．お子さんと近居している親族等はいない

お子さんを主に子育てしている人
１．父母ともに ２．主に母親 ３．主に父親 ４．主に祖父母
５．その他

２　子どもの育ちをめぐる環境
お子さんをみてもらえる親族・知人 MA

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる
２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる
３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる
４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる
５．いずれもいない

近所付き合いの程度 MA

１．家を行き来する ８．ものをあげたり、もらったりする
２．困った時に助け合う ９．立ち話をする
３．悩みごとを相談する 10．会えば挨拶や声がけをする
４．子どもを叱ったり、注意し合う 11．1～10以外の近所付き合いがある
５．子どもを預けたり、預かったりする 　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
６．一緒に遊びや旅行に出かける 12．つきあいはほとんどない
７．留守にする時に声をかける 13．隣近所はほとんど顔も知らない

気軽に子育て相談できる人や場所の有無
１．いる／ある ２．いない／ない

【いる／あるの方】子育て相談先 MA

１．配偶者 10．かかりつけの医師

２．祖父母等の親族 11．市の子育て世代包括支援センター

３．友人や知人 12．市の保育コンシェルジュ

４．近所の人 13．11～12以外の市の子育て支援の窓口

５．子育て支援施設（子育てP・児童館等） 　　（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

６．子育てサークル（の仲間） 14．インターネットの相談サイトや相談機能が

７．保育所・保育士 　　あるアプリ等

８．幼稚園・幼稚園教諭 15．その他

９．民生委員・児童委員

問3 ●

は
じ
め
に

内容

重複回答防止対策で追加したが、他の対策(cookie、IP等で
の制限)が有効なら削除するかも？

●

●

問4

●問5

●

令和５年度アンケート調査項目（案）

問1 ●

問2 ●

●

問7 ●

●

問6

問9 ●

問10 ●

問8 ●

問10-1 ●
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設問 国必須 国標準 市独自 MA内容
以下の子育て環境の評価（よい・ふつう・悪い・わからない）

①のびのびと遊べる場所の整備状況 ⑦母子保健事業（乳幼児健診、家庭訪問など）

②子育てに関する情報の入手のしやすさ ⑧夜間や救急時の医療体制の整備状況

③子育てについての相談体制や窓口 ⑨地域における子育てへの理解や関心

④保育施設（保育所・認こ園など）の整備状況 ⑩交通の便

⑤幼児教育施設（幼稚園・認こ園）の整備状況 ⑪子育てに配慮された公共施設の整備状況

⑥子育て支援施設（子育てＰなど）の整備状況 ⑫その他

３　あて名のお子さんの保護者の就労状況
▼以下の問12～問14は、お子さんの母親・父親にそれぞれお伺いします▼

保護者の現在の就労状況
１．フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

５．以前は就労していたが、現在は就労していない

６．これまで就労したことがない

【就労している保護者】就労日数など
① 週当たりの就労日数 週（　　）日

② １日当たりの就労時間 １日（　　）時間

③ 家を出る時刻 （　　）時（　　）分

④ 帰宅時刻 （　　）時（　　）分

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある（１年以内）

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

２．１年より先、一番下の子どもが（　　）歳になったころに就労したい

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

希望する就労形態 ア．フルタイム

イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外）

　　→１週当たり（　　）日　１日当たり（　　）時間

４　あて名のお子さんの平日の定期的な教育・保育事業の利用状況
平日の定期的な教育・保育事業の利用有無

１．利用している　　２．利用していない

【利用している方】以下のうち、利用している事業 MA

１．幼稚園 ６．事業所内保育事業

２．幼稚園の預かり保育 ７．その他の認可外の保育施設

３．認可保育所 ８．ファミリー・サポート・センター

４．認定こども園 ９．その他

５．小規模保育事業

【利用している方】利用している事業の実施場所
１．加古川市内　　２．他の市町村　→（市町村名：　　　　　　　　）

【利用している方】利用している事業の利用状況
１週当たり（　　）日

１日当たりの利用時間　　　　（　　）時（　　）分～（　　）時（　　）分

【利用している方】利用している事業の希望内容
１週当たり（　　）日

１日当たりの利用希望時間　（　　）時（　　）分～（　　）時（　　）分

【利用している方】その理由 MA

１．あて名のお子さんの教育や発達のため

２．子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している

３．子育て（教育を含む）をしている方が就労予定である／求職中である

４．子育て（教育を含む）をしている方が家族・親族などを介護している

５．子育て（教育を含む）をしている方が病気や障がいがある

６．子育て（教育を含む）をしている方が学生である

７．その他

【利用していない方】その理由 MA

１．（あて名のお子さんの母親または父親が就労していないなどの理由で）利用する必要がない

２．あて名のお子さんの祖父母や親戚の人がみている

３．近所の人や父母の友人・知人がみている

４．利用したいが、保育・教育の定員に空きがない

５．利用したいが、経済的な理由で利用できない

６．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

７．利用したいが、質や場所など、納得できる事業がない

８．子どもがまだ小さいため（　　）歳くらいになったら利用したい

９．その他

問12 ●

問12-1 ●

問11 ●

問13 ●

【パート・アルバイト等で就労している保護者】フルタイムへの転換希望

問14 ●

【就労していない保護者】今後の就労希望

問15 ●

問15-1

●

●

●

問15-2 ●

●

問15-3 ●
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設問 国必須 国標準 市独自 MA内容
MA

１．幼稚園 ７．事業所内保育事業
２．幼稚園の預かり保育 ８．その他の認可外の保育施設
３．認可保育所 ９．居宅訪問型保育
４．認定こども園 10．ファミリー・サポート・センター
５．小規模保育事業 11．その他
６．家庭的保育事業

【利用したい方】利用したい事業の利用時間
１週当たり（　　）日 １日当たりの利用希望時間帯（　　）時～（　　）時

【利用したい方】利用したい事業の実施場所
１．加古川市内 ２．他の市町村　→（市町村名：　　　　　　　　）

【現在利用していない事業を利用したい方】利用したい事業の開始時期
１．子どもが１歳になるまで ２．子どもが（　　　）歳になってから

３．わからない

１．はい ２．いいえ

５　あて名のお子さんの土曜・休日や長期休業中の「定期的」な教育・保育事業
土曜日における「定期的」な教育・保育事業の利用希望

１．利用する必要はない
２．ほぼ毎週利用したい
３．月に１～２回は利用したい

日曜・祝日における「定期的」な教育・保育事業の利用希望
１．利用する必要はない
２．ほぼ毎週利用したい
３．月に１～２回は利用したい

【土or日祝で月に１～２回利用したい方】たまに利用したい理由 MA

１．月に数回仕事が入るため
２．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため
３．親等親族の介護や手伝いが必要なため
４．リフレッシュのため
５．その他

【幼稚園を利用している方のみ】長期の休業期間中の預かり保育の利用希望
１．利用する必要はない
２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい
３．休みの期間中、週に数日利用したい

【週に数日利用したい方】たまに利用したい理由 MA

１．週に数回仕事が入るため
２．買い物等の用事をまとめて済ませるため
３．親等親族の介護や手伝いが必要なため
４．リフレッシュのため
５．その他

６　あて名のお子さんの病気やけがの際の対応
▼以下の問19～問19-4は、平日、定期的に教育・保育事業を利用している方にお伺いします▼

１．あった ２．なかった

【利用できないことがあった方】この１年間の対処方法とその日数 MA

ア　父親が休んだ 年間（　　）日
イ　母親が休んだ 年間（　　）日
ウ　（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった 年間（　　）日
エ　父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた 年間（　　）日
オ　病児・病後児の保育を利用した 年間（　　）日
カ　ベビーシッターを利用した 年間（　　）日
キ　ファミリー・サポート・センターを利用した 年間（　　）日
ク　その他 年間（　　）日

【父親or母親が休んだ方】できれば病児・病後児保育事業を利用したかったか
１．できれば病児・病後児保育事業を利用したいと思った
　　　→利用したいと思った日数（　　）日
２．利用したいとは思わなかった

【できれば利用したいと思った方】利用したい事業形態 MA

１．幼稚園・保育所・認定こども園等に併設した施設で子どもを保育する事業
２．小児科に併設した施設で子どもを保育する事業
３．地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業（例：ファミリー・サポート・セン
　　ター等）
４．その他

【利用したいとは思わなかった方】その理由 MA

１．病児・病後児を他人に看てもらうのは不安
２．事業の質に不安がある
３．事業の利便性（立地や利用可能時間日数など）がよくない
４．利用料がかかる・高い
５．事業の利用方法（手続き等）がわからない
６．親が仕事を休んで対応できる
７．その他

現在利用しているかどうかにかかわらず、平日に以下の教育・保育事業を定期的に利
用したいか

●

●

問16

●

●

問17
利用したい時間帯　（　　）時から（　　）時まで

利用したい時間帯　（　　）時から（　　）時まで

問16-1 ●
【幼稚園or幼稚園預かり＋3～11の事業のいずれかを利用希望の方】幼稚園利用（幼稚園の預かり
保育をあわせて利用する場合を含む）を強く希望するか

●

●

【平日の定期的な教育・保育事業を利用している方】この１年間に病気やけがで幼稚園や保育所を
利用できなかったことがあったか

問18-1 ●

問17-1 ●

問18 ●
利用したい時間帯　（　　）時から（　　）時まで

問19-1 ●

問19-2 ●

問19 ●

問19-3 ●

問19-4 ●
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設問 国必須 国標準 市独自 MA内容

７　あて名のお子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用
不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用状況 MA

１．一時預かり 年間（　　）日
２．幼稚園の預かり保育 年間（　　）日
３．ファミリー・サポート・センター 年間（　　）日
４．子育て短期支援事業（ショートステイ） 年間（　　）日
５．ベビーシッター 年間（　　）日
６．その他 年間（　　）日
７．利用していない

【利用していない方】その理由 MA

１．特に利用する必要がない
２．利用したい事業が地域にない
３．事業の質に不安がある
４．事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない
５．利用料がかかる・高い
６．自分が事業の対象者になるのかどうかわからない
７．事業の利用方法（手続き等）がわからない
８．その他

不定期の教育・保育事業の利用希望 MA

１．利用したい ア　私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や 年間（　　）日
　　親の習い事等、リフレッシュ目的）
イ　冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を 年間（　　）日
　　含む）や親の通院等
ウ　不定期の就労 年間（　　）日
エ　その他 年間（　　）日

２．利用する必要はない

【利用したい方】利用したい事業形態 MA

１．施設で子どもを預かる事業（例：幼稚園・保育所・認定こども園等）

２．地域住民等が子どもの家庭等の近くの場所で子どもを預かる事業（例：ファミリー・サポー

　　ト・センター等）

３．その他

子育て短期支援事業（ショートステイ）の利用希望 MA

１．利用したい ア　冠婚葬祭 年間（　　）泊

イ　保護者や家族の育児疲れ・不安 年間（　　）泊

ウ　保護者や家族の病気 年間（　　）泊

エ　その他 年間（　　）泊

２．利用する必要はない

８　あて名のお子さんの地域の子育て支援事業の利用状況
地域子育て支援拠点事業の利用状況 MA

１．加古川駅南子育てプラザ、東加古川子育てプラザ ⇒１か月当たり（　　）回程度

２．志方児童館 ⇒１か月当たり（　　）回程度

３．市で実施している類似の事業（具体名： 　　　　　　　　　　　　） ⇒１か月当たり（　　）回程度

　　（具体名： 　　　　　　　　　　　　）

４．利用していない

地域子育て支援拠点事業の利用希望
１．利用していないが、今後利用したい ⇒１か月当たり（　　）回程度

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい ⇒１か月当たり更に（　　）回程度

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない

①はじめてのパパママレッスン ⑦幼稚園・保育所・認定こども園の園庭開放
②ママとベビーのおしゃべりサロン 　等の子育て支援事業
③乳幼児子育て相談 ⑧産前・産後家事ヘルパー
④子育て世代包括支援センター ⑨市発信の子育てInstagramやX(旧Twitter)
⑤保育コンシェルジュ ⑩市発行の子育てガイドブック
⑥その他の子育て関連の各種教室・講座

９　育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度
▼以下の問26～問26-7は、お子さんの母親・父親にそれぞれお伺いします▼

保護者の育休取得状況
１．もともと働いていなかった

２．取得した（取得中である） ⇒取得期間（　　）年（　　）か月（　　）週

３．取得していない

４．取得せず退職した その理由を以下から選択

問20 ●

問20-1 ●

問22 ●

問23 ●

問21 ●

問21-1 ●

問24 ●

以下の子育て支援事業について、認知度（知っているか）、利用経験（これまでに利用したことがあ
るか）、利用希望（今後利用したいか）

●問25

問26 ● １．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった／２．仕事が忙しかった／３．（産休後に）仕事に早く復帰

したかった／４．仕事に戻るのが難しそうだった／５．昇給・昇格などが遅れそうだった／６．収入減となり、

経済的に苦しくなる／７．保育所（園）などに預けることができた／８．配偶者が育児休業制度を利用した

／９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった／10．子育て

や家事に専念するため退職した／11．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）

／12．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった／13．育児休業を取得できることを知らな

かった／14．産前産後の休暇を取得できることを知らず、退職した／15．その他
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設問 国必須 国標準 市独自 MA内容

１．育児休業取得後、職場に復帰した ２．現在も育児休業中である

３．育児休業中に離職した

１．年度初めの入所の時期に合わせた ２．特に合わせていない

実際：（　　）歳（　　）か月のとき 希望：（　　）歳（　　）か月まで

【希望より早く復帰した方】その理由 MA

１．希望する保育所等に入るため

２．配偶者や家族の希望があったため

３．経済的な理由で早く復帰する必要があった

４．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

５．その他

【希望より遅く復帰した方】その理由 MA

１．希望する保育所等に入れなかったため

２．自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

３．配偶者や家族の希望があったため

４．職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

５．子どもをみてくれる人がいなかったため

６．その他

１．利用する必要がなかった（フルタイムで働きたかった、もともと短時間勤務だったなど）

２．利用した

３．利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）

MA

１．職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった

２．仕事が忙しかった

３．短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる

４．短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる

５．配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した

６．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった

７．子育てや家事に専念するため退職した

８．職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めがなかった）

９．短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

10．その他

１．１歳になるまで育児休業を取得したい ２．１歳になる前に復帰したい

３．その他

10　自由意見
次のことに関する自由意見

・教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援
・周囲からどのようなサポートがあれば子育てしやすいか

問26-3 ●

問26-4

●

問26-1 ●

問26-2 ●
【育休後に復帰した方】復帰時期を年度初めの保育所等への入所の時期に合わせたか

【育休中や育休取得済みの方】育休取得後、職場に復帰したか

●

【育休後に復帰した方】実際の復帰時期と希望の復帰時期

問27 ●

問26-6 ●

問26-7 ●

【育休中の方】お子さんが１歳になったときに必ず預けられる事業があれば、１歳になるまで育休を
取得するか

【時短を利用したかったが、利用できなかった方】その理由

問26-5 ●

【育休後に復帰した方】育休復帰時に時短を利用したか
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